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＜連絡事項＞
・毛布の洗濯を6/26～6/29で行います。東病棟は6/29の予定です。毛布とカバーをそれぞれ南病棟側洗濯場へ出してください。発熱等で掛け布団だけで寒い方は、洗濯済み毛布とカバーを本部側洗濯場から持って行って下さい。（各病棟５枚位まで。）また、他のリネン交換は通常通り。
＜ベッドコントロール＞

・猪石　和宏様～病状悪化にて東Aユニット15号室→東Aユニット8号室

・久保田　孝男様～東Aユニット9号室→東Aユニット15号室

・藤井　孝蔵様～東Aユニット15号室→東Cユニット5号室

・成田　武次様～東Cユニット5号室→南Cユニットへ転出

・中山　真由美様～東Aユニット8号室→東Aユニット16号室

・小澤　和子様～東Aユニット16号室→東Cユニット6号室

＜患者様連絡事項＞

・釜澤　亘様～持参薬セフポドキシムプロキセチル(100)飲み切り止めとなる。

・安達　貴浩様～咽頭痛訴えあり、風邪薬希望。伊藤Drへ報告し、PL処方となる。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・木村　格治様～終日隔離中。午前･午後2時間の開放観察実施している。開放観察中、他者への干渉行為なく経過。易怒的･興奮なく、スタッフ対応穏やか。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・畑中　成夫様～終日隔離中。午前･午後開放観察実施している。女性患者様との過度な接触はなく経過。他者とホールにて将棋をして過ごされている。妄想等の発言はなし。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・澤村　彬様～時間隔離中。ホール内を徘徊し、奇声を発することやスタッフを追い掛ける行為みられている。また、他者から詰め寄られることあるが介入にてトラブルには至っていない。引き続き、精神症状の観察を行い、他者とのトラブルのないよう看護介入を行なっていく。

・猪石　和宏様～本朝、幻聴の訴え、退院要求聞かれ、スタッフの説明にも聞き入れできず、興奮･不穏著明。状態について伊藤Drへ報告。伊藤Dr診察し、ジプレキサ(10)1A筋注施行指示あり。大部屋での対応困難であることから男性スタッフ数名にて対応し、個室へ移動。不穏･興奮著明であることから9:55終日隔離開始となる。筋注施行、隔離開始後も不穏･興奮持続。ドア叩き･ドア蹴り、大声を出している。昼食後、トイレの配電盤を破損させ、格子側の窓ガラスへ投げつけ、割る行為あり。伊藤Drへ再度報告し、精神症状活発であることから13:00終日隔離解除となり、身体拘束開始となる。引き続き、精神症状の観察を行い、休養できる環境を調整していく。また、循環障害に注意していく。

＜要注目患者様＞
・新堂　寿子様～不正出血訴えあり。性状等については未確認。

・澤口　利香様～苛々感･ソワソワ感訴え持続しているが不穏なし。本日は他者のコーヒーを盗ることや誤魔化すことはなく経過している。

・久保田　孝男様～昼食不食し、倦怠感持続していると話している。また、残便感の訴えがあり、自己摘便することあり。自宅でも自己摘便をしていたと話している。手洗い不十分さあり、スタッフ介入している。採血結果よりHb4.0mg/dlである為、市民病院受診となる。

・釜澤　亘様～血尿持続している。バイタルサインの異常はない。引き続き、身体症状の観察を行っていく。

・日ヶ久保　直志様～昨日、昼食前血糖値500mg/dl。高血糖症状はなく経過。本日は高血糖となることはなし。メイバランスミニ飲用中だが、スタッフにより、対応時間が異なるため、時間を統一していく。

・中山　真由美様～不穏･不眠時の頓服薬、イソジンガーグル、スミルスチックが欲しい等、要求多く聞かれている。本日、主治医不在であるため、明日確認すること説明し、了承している。主治医へ情報提供していく。

・田島　博様～13:00頃、不調訴えあり、来詰。冷や汗、低血圧みられている。伊藤Drへ報告。胸部レントゲン、心電図再検、採血の指示となる。午前中と結果著変ないが、心筋梗塞の可能性あり、八戸赤十字病院へ受診となる。

・赤坂　耕作様～昨日、朝6:00より自排尿確認できず、当直医へ報告し、準夜帯にて導尿している。導尿施行し、80ml破棄。本日は自排尿確認できている。バイタルサイン異常なく、酸素飽和濃度94～95％。体動あり、見守り･介入要している。

・百澤　豊子様～点滴トラブルなし。バイタルサイン異常もない。エプリッチは2/3～全量摂取されている。むせ込みなし。

・桑原　幸一郎様～痰絡みあるが自己排痰することできており、発熱なく経過しており、酸素飽和度の低下なし。声掛けに笑顔みられている。

